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休日営業16時まで

 

☎ 0598-21-3178　

公益社団法人日本工芸会は、重要無形文化財保持者（いわゆる人間国宝）を

中心に伝統工芸作家、技術者等で組織する団体で現在、工芸分野重要無形

文化財保持者59人中、日本刀、手漉てすき和紙等分野を除く48人を含め正会員約1,300名が所属しています。

同会が文化庁・NHK・朝日新聞社と主催する日本伝統工芸展は、昭和29年から年一回毎年開催しています。

日本伝統工芸展は、文化財保護法の趣旨にそって、歴史上・芸術上価値の高い工芸技術を保護育成する

ため開催される最大規模の公募展で、2016年眞子内親王殿下が日本工芸会の総裁に御就任された。

入選作品は、9月～翌年3月にかけて、全国12会場で披露され、今を生きる日本の工芸作家の美しい作品を

堪能できる。出品資格は問わず、どなたでも出品できます。(^^)/本部は東京国立博物館構内。　

宝積正一 　阿弥陀堂釡】です

　photo by S,A    

　￥14,300→￥10,000

　ワンプライス　￥5,200

中村能久　仁清春野茶碗

休日営業16時まで

￥20,000→￥14,000 ￥10,300→￥7,000

・・編集の窓・・

￥32,000→￥22,000

￥63,800→￥44,000

ちょっといっぷく

【遠州七窯 】

㈯ ㈰

28,600→￥20,000

喜多庄兵衛　
淡々斎好写
モール梅松蓋置

現在ご活躍の遠州志戸呂　利陶窯

静岡県島田市金谷は、昔この一帯が「遠江国質侶庄金屋郷」と呼ばれる朝廷

の御料地で、その地名から志戸呂焼（しどろやき）と名付けられた。

志戸呂焼の歴史は古く、この一帯では12世紀前半(平安時代）から13世紀後半

（鎌倉時代）には山茶碗などが焼かれており、きつね沢古窯等が発堀されて

いる。16世紀後半の天正10年（1582年）に駿河国を領有した徳川家康公が

美濃久尻の陶工・加藤庄右衛門影忠（後に五郎左衛門と改名）を招いたり、

尾張瀬戸地方の陶工の移住によって、志戸呂焼の生産が本格的に行なわれ

たと考えられている。その後、寛永年間（1624～1643年)に将軍家の茶道指南であった

小堀遠州公が好みの茶器製作の御指導を

なされ、すぐれた茶入・水指・茶碗・花入など

が焼出された。現在、金谷地区には、利陶窯

など志戸呂焼を伝承する窯元が六箇所ある。

遠州七窯は志戸呂焼・膳所焼・朝日焼・赤膚焼・古曽部焼・上野焼

・高取焼　『本邦陶説』では古曽部にかわり伊賀焼が挙げられる。

　ワンプライス　各￥1,200

28,600→￥20,000

志戸呂焼 　耳付火入

　　　　　￥48,000
　　　使用感ありますがお値打ちです

【
ほうしゃくまさかず


